
LION紙折機 導⼊事例 製造メーカー

株式会社マクシスコーポレーション 様
（製造業）

請求書の発送業務で
⼤幅な効率化を実現！
ご導⼊機種： LF-S670＋ミシン⽬ユニット （本社様）

LF-S620 （各⽀店様：合計4台）

会社紹介
株式会社マクシスコーポレーションは、特殊鋼、建設機械⽤部品の両事業分野において、確固たる実績と地位を築くとともに、ビ
ジネス環境の変化に素早く対応した⾼付加価値の創出に取り組んでいます。

導⼊の経緯・機種選定のポイント

請求書発送業務の効率化を⽬的として紙折機の新規導⼊を検討する中で、事前のデモンストレーションにて、
ライオン紙折機の性能を体感しました。

LF-S670機種選定のポイント
①液晶カラータッチパネルで操作が簡単。
②指定の折り位置が記憶できメンテナンスも容易。
③静⾳モードでオフィス内でも静かに折り作業が
可能。
④重送検知機能付きで、もし重送が発⽣した場合
は⾃動で動作を停⽌し、請求書の誤封⼊が防げる。
⑤オプションのミシン⽬ユニットにも対応。

主なご⽤途

導⼊の効果

これまでは約400〜500枚の請求書
の折り作業に約2〜3時間必要でした
が、紙折機導⼊によって折り作業時
間は10分程度となり、⼤幅な業務効
率化が実現しました。
また、オプションのミシン⽬ユニッ
トも同時に導⼊し、チケット等の販
促物の裁断⽤途にも幅広く活⽤して
います。

全⾃動（ストッパータイプ）

この事例で使った機種は…

LF-S670 
定形⽤紙サイズ⾃動検知の
らくらくオートタイプ
●タッチパネル重送検知 
●速度調整静⾳モード 
●楽々メンテ折りローラー脱着 

「LF-S671」の詳細
※LF-S671は、LF-S670の後継機種です。

全⾃動（ストッパータイプ）

この事例で使った機種は… 

LF-S620
定形⽤紙サイズ⾃動検知の
らくらくオートタイプ 

●タッチパネル重送検知 
●速度調整静⾳モード 
●楽々メンテ折りローラー脱着

「LF-S621」の詳細
※LF-S621は、LF-S620の後継機種です。




